
田
r,れ
LJ
火
山
岩
屑
は
依
-
被
覆
ruれ
LJ
も
の
と
解

n
れ
る
O

殊
に
興
味
撞
き
は
磯
土
層
間
は
熔
岩
流
を
挟
在
す
る

rJ
と
で
あ
る
｡
毒
地
山
の
上
面
は
於
で
素
地
物
に
移
る
と
こ
ろ
即
ち
郷
村
大
井
卒
の
南
に
接
し
熔
岩
流
の
露
預
を
見

ら
れ
る
｡
粗
粒
､
次
褐
絃
色
を
葦
す
る
輝
石
安
川
岩
は
L
tJ
､
板
状
節
坤
の
教
壇
良
好
に
L
tJ厚
n

一
乃
至

7糎
の

薄
舷
に
剥
離
し
､
素
地
佃
は
於
け
る
爾
輝
石
安
山
岩
と
泰
然
其
種
を
典
に
し
て
ゐ
る
｡
氷
期
と
火
山
活
動
の
時
代
と

の
交
互
せ
る
事
賓
ユ
タ
漸
次
水
成
堆
積
物
の
研
究
の
進
捗
に
仲
払
､
火
山
活
動
の
時
期
を

一
層
精
細
は
研
究
し
得
ら

れ
る
鶴
を
稗
る
に
至
ら
ず
や
と
も
温
順
さ
れ
る
｡

(
新
撰
執
讐

烹

琶

湖

東

南

岸

の

地

質

(
問
版
第
二
版
骨
)

贋

瀬

正

賓
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地

球

節
二
十

1
懲

歩
二
班

九
二

tO

昭
和
五
年
筆
者
が
東
北
帝
鯛
大
撃
押
畢
部
地
質
尊
敬
宮
入
撃
と
同
時
は
矢
部
教
授
よ
-
奥

へ
ら
れ
た
る
特
別
問
題

研
究
制
題
は
磁
嚢
腫

｢
琵
琶
湖
周
縁
の
更
新
世
の
地
質
及
地
形
｣

在
-
き
O

爾
塞
筆
者
は
昭
利
八
年
卒
業
は
至
る
三
ヶ
年
問
時
々
該
地
域
の
貸
地
踏
査
を
な
し
.
今
基
は
其
研
究
結
果
の

1
部

分
を
畿
表
せ
止
と
す
｡
元
凍
韓
撃
卑
才
は
し
て
其
粘
莱
た
る
や
極
め
て
杜
撰
は
し
て
不
充
分
の
瓢
多
々
あ
る
べ
-
.

何
卒
大
方
先
輩
各
位
の
御
教
示
と
御
叱
正
を
仰
ぎ
た
い
｡
終
に
縮
み
常
地
域
調
査
は
営
力
終
始
御
懇
篤
な
る
御
指
導

を
賜
は
-
た
る
矢
部
教
授
並
帆
は
数
寄
先
輩
職
員
は
封
し
て
厚
-
戚
謝
の
意
を
衷
す
Q

(丑
)霜
ケ
原
層

琵
琶
湖
周
縁
の
山
地
を
構
成
す
る
も
の
は
大
部
分
火
成
岩
頻
か
君
-
は
本
瀞
よ
わ
在
る
｡
木
簡
を
構
成
す
る
も
の

は
主
と
し
て
粘
板
岩
､
砂
岩
､
硬
砂
岩
ー
角
岩
､
柾
岩
等
よ
-
衣
-
､
こ
れ
は
少
量
の
レ
ン
ズ
状
石
衣
岩
を
爽
む
｡
･

走
向
は

1
般
ほ
北
北
酉
よ
り
南
南
東
は
走
る
が
傾
斜
は
六
〇
度
以
上
九
〇
度
は
蓮
す
る
も
の
す
ら
あ
み
｡
殊
は
犬
上

郡
大
瀧
和
露
ケ
原
､
同
村
川
和
で
は
劇
し
い
摺
曲
を
受
け
衝
上
を
量
す
る
慮
す
ら
見
受
け
ら
る
.
木
履
を
構
成
す
る

各
岩
層
中
石
衣
岩
を
除

い
て
は
何
れ
も
無
化
石
を
わ
｡
石
衣
岩
中
ほ
は
前
記
箱
ケ
庶
及
川
朝
ほ
て
は
次
の
如

き
化
石

を
含
む
0

1

P

al群
O
f
u
s
u
lin
a
sp
.

(
P

al
2B
O
f
u
su
lin
a

j
a
p
on
ic
a

b
L
,
ぐ
･)

2

Sc
h
w

ag
e
r
i
n
a
sp
.

(Sc
h
w
a
g
e
r
in
a

p
ri
n
c
e
p

s

6
L

v
･)

叉
本
暦
は
各
期
に
於
で
花
園
岩
及
び
石
英
悪

石
に
ょ
つ
て
貫
か
れ
､
其
按
嫡
部
ほ
は
静
穏
の
接
触
静
嘗

莞
肝
を
構

成
し
て
ゐ
る
､
例

へ
ば
石
英
斑
岩
に
よ
っ
で
貫
か
れ
た
る
帥
崎
郡
市
原
村
甲
浄
畑
の
南
方
で
は
貼
放
岩
が

S
p
otted



sla
te
は
､
叉
甲
賀
郡
石
部
町
五
軒
茶
屋
の
南
む
占
ひ
る
小
川
地
の

一
部
を
構
成
す
る
石
衣
岩
は
田
上
山
塊
の
花
園
岩

の
た
め
は
和
人
排
石
質
は
､
叉
か
の
有
名
在
る
石
山
寺
で
は
石
衣
岩
が
碇
衣
石
に
歩
質
せ
る､
社
風
受
-
る
'
又
比
叡

山
塊
の
南
方
を
占
ひ
る
花
園
岩
に
ょ
つ
て
貫
か
れ
た
る
部
分
に
は
萱
青
石
粘
放
岩
が
可
な
み
の
幅
に
露
出
す
る
｡

霜
ケ
原
潜
の
地
質
時
代

犬
上
郡
大
瀧
村
寧
露
ケ
原
典
同
相
川
相
､
同
村
小
原
等
ほ
見
ら
る
～
石
灰
岩
中
に
は
野
々
し
き
有
孔
鹿
の
化
石
を

合
む
も
何
れ
も
甚
だ
し
-
推
し
っ
ぶ
ru
れ
て
良
-
其
種
の
特
性
を
静
め
得
ざ
る
.も
､
P
a
taeOfus
u
tin
a
は

J
ap
o
n
ica

ら
し
く
､

叉

S
c
hw
agerina
は

P
ri
nceps
ら
し

い
rJ
と
よ
さ
し
て
恐
ら
-
木
履
は
タ
ラ
リ
ア
ン
期
を
指
示
す
る

も
の
は
非
ざ
る
か
｡

(
m
)鮎

河

暦

甲
賀
那
鮎
河
村
よ
-
南
方
､
同
郡
山
内
付
票
瀧
､
同
村
晶
河
に
及
ぶ
三
角
形
を
な
し
て
磯
連
す
る
厚
さ
約
二
〇
〇

米
の
海
棲
欣
浬
動
物
群
HtJ含
む
固
さ
菅
色
砂
岩
'
及
び
こ
れ
に
寓
接
盤
倉
に
上
付
に
韮
在
る
植
物
化
石
を
含
む
凝
衣

岩
賀
砂
岩
と
､
FJ
の
植
物
化
石
暦
の
上
は
盤
合
に
罪
在
る
磯
岩
よ
-
な
る
地
層
整

式
ふ
｡
鮎
河
暦
は
前
蓮
の
霜
ケ
原

野
に
比
し
て
擾
胤
を
受
け
し
稗
庇
低
-

一
般
に
東
西
は
近

さ
走
向
は
北
叉
は
南
に

一
五
度
乃
車
三
〇
度
の
傾
斜
を
有

し
綬
慢
な
る
背
斜
構
造
を
不
す
｡
本
暦
は
北
部
で
は

一
部
分
霜
ケ
尿
管
の
粘
板
岩
に
､

一
部
分
は
北
開
岩
に
不
整
合

に
乗
る
､
但
し
東
経
部
は
霜
ケ
原
潜
の
枚
砂
岩
及
び
粘
板
岩
に
断
層
に
よ
っ
て
壊
せ
ら
る
O
又
南
方
の
境
界
は
時
日

の
都
<
;
上
追
跡
す
る
を
称
ざ
少
し
も
山
内
村
山
中
.
及
同
村
山
女
原
の
東
方
安
楽
喝
に
於
で
は
既
は
古

き
岩
層
の
露

出
を
観
察
せ
-1
0

環
鎚
湖
水
南
樺

の
地
粥

聖

二



地

球

約

二
十

一
怨

節
二
紋

九
川

1

こ

-
鮎
河
暦
中
の
化
石

木
暦
を
構
成
す
る
青
色
砂
岩
の
発
達
地
域
の
至
る
塵
は
化
石
を
産
す
れ
共
､
特
は
移
々
し

き
化
石
を
産
す
る
は
鮎

河
村
鮎
河
よ
-
南
方
川
内
村
鼎
河
に
迫
ず
る
噸
道
の
切
割
は
好
露
出
を
求
め
得
｡
筆
者
は
此
地
鮎
よ
み
次
の
如
き
化

石
を
槍
出
せ
-
C'

-

A
n
om
ia
sp
.

3

C
y
clina
s
p
.

5

C
e

ri
thium
sp.

7

D
os
i
n
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s
p
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9
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t
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a
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t
h
u
m
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Cy
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tin
a
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C

h
em
1
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C

e
r
i
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lu
m

r
ok
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D
o

sini
a
j
a

p
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i
c
a

R
v
e
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8

G
]y
c

y
m
e
r
is

sp
.

1
0

T
e
tt
in
a
s
p

.

t

t

T

u
r
r
i
t
e
t
la
.加

P
.

又
鮎
河
村
鮎
河
の

南
方
約
五

〇
〇
米
附
近
ほ
は
前
記
軟
鰭
動
物
を
含
む
音
色
砂
岩
に
整
合
は
上
位
に
憲
在
る
厚
rb

約
二

〇
米
の
凝
衣
岩
貿
砂
岩
あ
ゎ
､
乙

の
砂
岩
中
は
は
保
存
極
め
て
恵
し
き
次
の
如
き
植
物
化
石
を
含
有
す
.

1

B
e
t
u
l
a

S
P
I

3

L

a
u
T
u
S

S
P

.

5
Sa
s
a

s
p
.

2
鮎
何
層
の

地
質
時
代

2

G
o
rp
in
u
s

C
o
r
d
a
t
a

B
t.

4

S
e
q
u
o
ia
s
p
.

筆
者
の
調
査
日
的
が
主
と
し
て
更
新
世
の
地
質
及
地
形
に
あ
少
し
を
以
て
更
新
世
以
前
の
地
層
ー
即
ち
筆
者
の
霜



ヶ
原
潜
及
鮎
河
暦
等
ほ
就
て
は
極
め

て概
要
的
で
あ
る
を
遺
憾
と
す
｡
殊
に
鮎
河
暦
に
就
七
は
今
後
の
研
究
調
査
に

侯
ち
ね
-
只
本
層
は
か
つ
て
小
川
博
士
が
伊
勢
の
孝

二
紀
暦
に
就

て溶
か
れ
し
際
の

二

心
暦
に
'
叉
京
都
肝
図
太
撃

中
村
致
接
の
山
城
図
歳
轟
郡
宇
治
的
脱
の
箪

二
配
暦
に
朝
曽
す
る
も
の
な
ら
ん
と
思
考
す
る
､
但
し
最
近
中
村
敦
授

の
御
詮
に
依
れ
ば
鮎
河
暦
中
の
化
石
と
､
前
記
宇
治
田
原
の
そ
れ
と
は
飴
-
に
共
通
種
に
乏
し
く
､
同

一
暦
準
と
考
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へ
程

ざ
る
瓢
多
L
と
｡目

年

末

都

碑

闘

犬

畢

排

撃

部

塾

生

池

速

展

連
署

は

中

村

数

援

御

指

導

の

下

に

鮎

河

暦

に

放

て

研

究

中

在
れ
ば
近
さ
撒水

は

放

て

木

簡

の

正

確

在

る

地

質

時

代

も

究
明

さ

る

可

L

と

瓜

は

る

｡
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地

球

終

二
十

.1
港

節
二
班

崇

一
四

(
m
)
上
駒

月

韮
炭
層

木
履
は
iiI琵
琶
湖
は
堆
積
せ
し
堆
積
物
中
の
政
市
の
も
の
と
瓜
は
る
㌧
も
の
に
し
て
蒲
生
郡
商
此
都
佐
村
車
上
駒

月
よ
か
同
郡
鎌
掛
村
に
通
ず
る
道
路
の
東
方
(
現
今
駒
月
並
茨
採
掘
朋
の
あ
る
地
執
)
よ
少
鎌
掛
柑
御
代
参
荷
造
の
笹

屋
峠
に
糞
る
地
域
に
小
置
域
を
な
し
て
教
達
す
る
厚
さ
約
二
〇
米
に
及
ぶ
軽
石
薯
砂
暦
に
喪
失
を
爽
む
地
暦
と
.
蒲

生
郡
日
野
町
東
商
､
酉
大
路
村
学
卒
手
附
近
の
段
丘
の
基
盤
を
形
成
し
て
ゐ
る
青
色
粘
土
中
は
並
炭
を
爽
ひ
地
層
を

云
ひ
､
こ
れ
に
封
此
rJる
J
も
の
と
し
て
は
犬
上
郡
遼
根
町
の
南
方
同
郡
久
徳
村
四
手
附
近
に
磯
達
す
る
軽
石
質
朴

土
中
は
並
数
を
数
枚
爽
ひ
地
瞥
あ
-
0

一
般
は
木
骨
は
地
暦
の
塾
動
を
受
け
し
襟
度
低
-
前
記
駒
月

茨
登

別
の
.{
川
の
中
で
霜
ケ
原
静
の
粘
坂
岩
に
不
整

合
に
乗
る
箇
所
で
は
北
六
〇
度
兼
の
走
向
に
四

一
五
度
の
傾
斜
聖
不
す
外
､
乙
の
小
川
の
下
流
及
び
舗
掛
相
和
代
参

術
道
の
鹿
出
で
は
前
周
蔵
の
発
向
に
西
四
度
の
像
斜
堅
不
す
けJ>
過
ぎ
ず
､
又
前
記
関
大
勝
村
平
子
附
近
ほ
磯
連
す
る

も
の
も
上
駒
月
に
於
け
る
と
同
様
甚

だし
き
地
層
の
感
動
は
組
め
難
し
.
只
犬
上
郡
久
徳
和
四
手
の
四
事
紳
就
寡
に

露
出
す
る
も
の
は
幾
分
前
記
両
地
期
に
於
け
る
79
の
よ
少
も
稜
胤
を
受
け
し
痕
を
留
む
｡
上
駒
月
並
洗
顔
掘
新
前
の

小
川
の
露
出
で
は
直
接
は
本
暦
の
最
下
部
を
占
ひ
る
亜
次
が
霜
ケ
原
潜
の
粘
薮
岩
は
不
整
合
に
乗
タ

'
且
此
附
近
ほ

見
ら
る
!
豊
泉
は
平
子
や
､
犬
上
郡
久
徳
村
四
手
附
近
の
も
の
よ
･Jl
炭
化
程
度
進
み
其
れ
を
求
む
母
岩
も
白
色
の
時

に
は
磯
を
含
む
軽
石
貿
砂
暦
な
る
も
'
平
手
や
E
I手
附
近
の
も
の
は
上
駒
月
の
も
の
は
此
し
て
貧
弟
を
教
連
堅
不
す

外
.
平
子
附
近
で
は
其
潜
貿
79
青
色
粘
土
に
し
て
上
駒
月
の
如
-
軽
石
質
草
b
ざ
る
も
規
則
正
し
-

一
枚
の
亜
炭
を

爽
ひ
｡
而
し
て
此
卦
色
粘
土
の
東
亜
泉
暦
が
此
附
近
の
山
地
を
構
成
せ
る
霜
ケ
原
潜
の
碇
砂
岩
や
'
荘
崩
岩
を
不
盤



盤
各
は
覆
ふ
｡
rJ
の
革
質
は
蒲
生
郡
日
野
町
の
南
方
よ
-
平
子
､
大
河
原
を
経
て
鮎
河
に
通
ず
る
道
路
の
両
側
に
見

ら
る
｡
叉
犬
上
郡
久
徳
和
凹
手
附
近
ほ
放
け
る
本
管
は
同
村
四
手
綱
敢
前
の
小
川
の
上
流
ほ
て
本
暦
の
下
部
を
占
ひ

る
厚

さ
約
二
米
の
基
底
磯
暦
が
上
駒
月
や
平
子
附
近
同
様
霜
ケ
原
暦
の
粘
板
岩
を
不
整
合
は
覆
ふ
｡

喜
琶
湖
暦
と
の
幽
係

上
駒
月
並
敦
暦
と
そ
の
上
の
琵
琶
湖
暦
と
は
岩
質
上
に
於

y著
し

き
朋
異
を
認
め
ら
る
｡
即
ち
上
駒
月
並
炭
層
は

前
蓮
の
如
-
白
色
瞳
石
質
砂
暦
な
る
に
反
し
琵
琶
湖
暦
は

一
般
に
青
色
粘
土
暦
に
し
て
決
水
産
の
歌
鰭
動
物
化
石
を

多
最
に
含

む
外
､
上
駒
月
炭
坑
前
の
小
川
の
下
流
約
五

〇
〇
米
の
地
瓢
に
於

では
上
位
の
琵
琶
湖
暦
の
基
底
磯
層
と

明
か
に
不
鷹
合
摘
係
が
見
受
け
ら
れ
､
又
此
地
獄
ほ
て
は
轄
琶
湖
暦
と
は
走
向
傾
斜
を
異
に
す
｡
飼
此
地
域
以
外
の

箇
所
た
る
平
子
附
近
ほ
て
は
琵
琶
湖
周
の
毅
達
を
見
ざ
る
を
以
て
両
者
の
踊
係
は
明
か
な
ら
ざ
る
も
i
犬
上
郡
四
手

の
四
手
帥
敵
前
の
小
川
の
下
流
を
辿
れ
ば
上
駒
月
は
於
け
る
と
同
様
両
者
の
鏑
係
は
不
基
布
を
-
｡
此
等
の
地
鮎
以

外
ほ
て
は
露
出
悲
し
-
檀
接
の
盤
p
不
整
合
踊
係
は
見
ら
れ
ざ
る
も
前
記
の
革
質
よ
む
し
で
第
着
は
琵
琶
湖
暦
の
基

底
磯
層
の
下
に
不
整
合
線
を
置
け
-
｡
叉
木
厨
は
前
述
の
如
-
概
し
て
古
期
岩
瓶
の
敬
連
す
る
山
地
の
裾
線
部
に
の

み
見
ら
れ
前
記
年
子
附
近
ほ
て
は
琵
琶
湖
膚
の
形
成
せ
る
毒
地
よ
む
も

.t
段
高

さ
両
を
構
威
す
｡
而
L
y
上
駒
月
や

犬
上
郡
凹
手
地
域
に
於

七は
喜
琵
潮
瀞
と
典
に
毒
地
上
を
厚
-
被
覆
す
る
筆
者
の
平
林
磯
暦
の
た
め
に
不
整
合
は
穫

は
る
0

化
石
と
し
て
は
只
木
履
中
に
含
ま
る
J
亜
茨
の
み
に
過
ぎ
ざ
る
も
乙
の
由

炭
は
島
倉
巳
三
郎
排
撃
士
は
よ
れ
ば
次

の
如
き
も
の
と
鑑
定
せ
ら
れ
た
-
0

琵
磁
軸
恥
南
粋
の
地
粥

礼.心

.I
:i
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筋
二
十

1
億

節

二
雛

九八

一六

1

C
u
pre
s

s

i
n

o
xy

lo
n
?

s
p

(1
昏
ju
B!蕗
)

2

K
on
if
ere
n

h
o

t
z

(

A
舘
草
道
朝
鼓
索
)

又
隣
聯

三

京
牒

一
志
郡
附
進
は
凝
蓮
す
る
倉
並
泉
暦
中
よ
土
崩
都
帝
歯
大
撃
中
村
教
授
は
S
tegodon
ciifti
F
al
C･

I
-
-
ー-

et
Caut･を
塵
せ
-
と
報
ぜ
ら
れ
た
み
｡
筆
者
は
乙
の
三
蛮
聯

二
心
郡
の
倉
並
炭
層
も
上
駒
月
並
炭
層
と
同

山
暦
準

在
る
べ

Lと
考
ふ
｡

(

Ⅳ
)
琵

琶

湖

唐

琵
托
湖
周
棟
は
頗
-
教
壇
す
る
二
〇
〇
米
内
外
の
丘
陵
地
の
基
部
を
占
め
厚
n
凡
そ
七
〇
米
は
及
ぶ
粘
土
及
砂
の

交
互
暦
は
し
て
純
粋
在
る
淡
水
湖
成
堆
積
物
改
み
｡
地
層
概
ね
青
色
を
量
し
､
下
部
に
は
木
犀
の
基
部
を
古
ひ
る
磯

暦
が
不
規
則
に
凍
る
外
は
､

l.
舷
は
砂
質
粘
土
が
此
磯
層
に
替
っ
て
基
部
む
占
め
る
｡
叉
木
厨
は
概
ね
水
平
に
近
-

僅
々
二
度
-
四
度
の
傾
斜
を
不
す
け
過
ぎ
ざ
れ
北
ハ､
有
期
岩
類
と
接
す
る
地
域
で
は
二
〇
度
I
三
〇
度
近

さ
傾
斜
を

示
す
廃
も
あ
わ
｡
走

向
は
概
し
て
東
西
又
は
衆
北
東
に
規
則
正
し
-
'
傾
斜
は
北
叉
は
北
北
酉
即
ち
現
在
の
托
琶
湖

岸
の
方
向
に
向
つ
て
輝

p
,傾
斜
堅
ホ
す
｡

本
暦
の
特
長
と
し
て
は
下
部
は
制
令
は
砂
質
に
し
て
漆
木
を
多
-
含
み
で
淡
水
性
月
化
石
を
敏
-
も
中
部
及
上
部

¢

は
下
部
は
此
し
て
育
色
赦
密
粘
土
は
し
て
極
め
て
豊
富
に
淡
水
性
月
化
石
を
含
む
外
､
保
存
不
完
重
な
る
木
基
の
化

石
を
含
む
｡
又
中
部
よ
わ
上
部
に
亘
る
粘
土
層
中
に
は
軽
石
の
破
片
が
多
量
に
含
ま
れ
乙

の
軽
石
を
含
む
粘
土
層
中

か
ら
は

U
n
io,
Crista訂
)
A
nod
ont
a,
Corb
ic
uta,
V
ivipara.
等
の
且
化
石
が
特
は
多
産
す
る
｡
椅
又
湖
成
層

特
有
の
藍
曲
解
は
蒲
生
郡
梯
川
相
手
平
林
及
同
村
石
塔
の
克
焼
場
の
裏
と
'
同
郡
朝
日
野
村
字
腐
生
堂
の
高
岸
醐
就



蓮
の
切
割
は
見
ら
れ
､
酉
湖
岸
ほ
て
は
､
か
の
有
名
在
る
滋
賀
郡
伊
香
立
村
寵
華
及
同
郡
仰
木
材
平
尾
附
近
は
見
ら

る
!
膏
色
鮎
土
中
に
は
寓
遍
な
-
含
有
す
｡
筆
者
は
本
地
域
網
査
準
後
減
の
月
化
署
や
.植
物
化
石
以
外
に
､
蒲
生
郡

日
野
町
の
北
方
鳥
居
準
新
出
の
聯
遣
切
創
よ
-
C
e
濁
tiStS
ik
恩
n
ip
p
on
m
a
ts
u
n
lO
tO
i
?
の
薗
及
骨
を
採
取
せ
み

1
銀
山
暦
と
の
的
係

琵
琶
湖
暦
と
其
山
位
に
小
不
生
食
を

以
て
乗
る
銀
山
暦
と
の
閥
係
は
､
蒲
鐘
郡
棟
川
村
車
石
塔
の
克
焼
場
の
凄
崖

及
基
地
の
他
動
に
放
七
凝
ら
る
｡
先
づ
石
塔
菟
焼
場
藩
ほ
て
は
誉
琶
湖
圏
の
最
上
部
を
を
す
藍
蝕
鰻
を
倉
ひ

管
色
粘

土
が
其
上
は
凍
る
銀
川
瀞
の
基
底
磯
静

(
厚
讃
約
二
p
玉
来
)
と
明
は
僅
蝕
面
を
境
と
し
て
小
不
整
各
的
絢
係
堅

耶

す
.
叉
銀
山
暦
の
乙
の
磯
静
を
更
は
東
方
は
追
跡
す
れ
ば
同
郡
西
棟
谷
村
寧
蓬
我
等
の
北
方
董
地
の
小
谷
(
二
六

二

九
釆
讐

の
寓
南
崖
に
於
て
且

別
記
石
塔
の
克
焼
場
は
於
け
る
と
同
様
の
踊
係
が
見
ら
る
.
か
j
る
小
不
盤
倉
的
舶
係

は
此
地
期
に
止
ま
ら
ず
､
蒲
生
郡
日
野
町
の
北
方
を
占

む
る
番
地
の
酉
線
覆
る
顛
弥
山
本
新
田
の
閣
方
の
崖
は
放
け

る
露
出
は
で
も
両
者
の
小
不
整
合
が
見
受
け
ら
る
p

叉
瀬
出
川
東
方
は
棟
澄
す
る
番
地
は
於
で
此
紺
係
を
求
ひ
る
怒

ら
.ey

乙
の
董
地
の
東
繰
栗
太
郡
志
津
村
学
卒
井
谷
の
南
方
p
斯
道
の
切
制
は
於
で

Trapa
n
at
anus.や
Q
u
e
rcus

等
恕
含
む

骨
色
粘
土
の
誉
琶
潮
圏
は
上
位
は
笠
怒
る
鋸
～;
愚
の
悔
暦
堅

印
す
紗
と
明
瞭
を
る
不
整
各
を

不
す
外

.
同

村
尊
下
出
の
南
方
に
潜
る
番
地
側
面
の
切
割
は
於
で
も
前
記
率
非
谷
と
同
機
の
掬
係
数
見
る
｡

7
枚
に
乙
の
両
村
川
東
方
は
あ
る
基
地
ほ
て
は
琵
琶
湖
暦
の
厳
達
は
蒲
産
郡
地
域
の
番
地
は
放
し
y
貧
窮
意
力
｡

叉
瀬
田
川
西
方
は
位
置
す
る
素
地
の
如
き
収
量
-
琵
琶
湖
暦
の
霜
田
を
見
ず
し
て
其
轟
地
を
構
成
す
る
も
の
は
銀
山

樹
の
砂
及
粘
土
と
基
上
の
浮
き
畢
林
磯
瀞
の
み
ょ
み
在
る
O

琵
磁
軸
航
南
狸
の
地
甥

九
･3

1
七
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こ
れ
は
左
下
散
骨
は

P
叫1
P

叫
迄
を
放
任
散
は
止
ひ
る
も
の
､
及
び
肢
骨
と
P

i

及
P

A

と
の
破
片
等
を
-
0

(Ⅴ
)
鏡

_山

暦

本
圏
は
下
の
琵
琶
湖
厨
と
は
小
不
整
合
闘
係
を
以
て
其
上
位
に
韮
な

-
､
叉
木
暦
の
上
棟
の
厚

さ
平
林
磯
暦
と
も

不
整
合
靭
係
を

ボ
す
厚
さ

一
五
米
-
二
〇
米
に
及
ぶ
磯
及
砂
と
'
粘
土
層
よ
か
在
る
地
層
整

式
払

.
其
最
も
標
式
的

教
連
堅

不
す
は
尭
海
道
線
篠
原
曙
光
方
の
丘
陵
'
即
ち
磁
賀
塀
蒲
生
郡
鋸
山
村
寧
出
面
及
同
相
;
薬
師

山
神
の
丘
陵

地
在
か
｡
乙
の
附
逓

完
肝
に
見
ら
る
･J
木
履
の
白
色
粘
土
中
に
は
潜
水
の
直
種
約

〇
､
五
米
に
及
ぶ
も
の
す
ら
あ
み

て
p
乙
の
漂
木
の
来
春
す
る
状
態
も
割
令
に
規
則
正
し
て
漂
木
厨
の
み
の
厚

さ
は
〇
､
玉
来

-
〇
､
八
米
に
79
及
ぶ
｡

而
し

て乙
の
標
木
簡
は
炭
化
程
度
極
め
て
慈
し
-
上
駒
月
整
数
暦
の
も
の
と
は
此
す
べ
-
も
な
-
､
肉
眼
ほ
て
立
派

に
年
輪
を
鑑
抽
出
凍
得
る
も
の
多
数
あ
恕

1
此
塩
山
村
地
域
ほ
て
は
下
に
来
る
琵
琶
湖
暦
と
の
直
接
踊
係
は
見
ら
れ

ざ
る
も
両
方
甲
賀
郡
下
田
町
附
近
に
磯
連
す
る
琵
琶
湖
暦
の
走
向
傾
斜
よ
-
し
て
督
然
そ
の
上
に
凍
る
べ

さ
も
の
な

-
o
叉
木
地
域
以
外
の
箇
所
は
放
け
る
銀
山
厨
中
に
は
前
述
の
鋸
川
村
に
於
け
る
が
如
-
規
則
正
し

さ
葉
木
暦
の
凍

る
事
薯
は
見
ら
れ
ざ
る
も
蒲
生
郡
棲
川
村
学
石
塔
の
克
焼
場
竺
*
J･:艦
は
露
出
す
る
本
暦
中
に
も
漂
木
の
制
在
す
る
を

見
る
｡
木
履
の
特
長
と
し
て
は
琵
琶
湖
暦
の
如

き
動
物
化
石
を
含
む
の
軍
資
皆
無
な
る
乙
と
ほ
し
で
､
春
樹
を
構
成

す
る
粘
土
の
如

き
も
琵
琶
湖
厨
の
そ
れ
の
如
-
青
色
を
量
せ
ず
'
白
色
を
昔
ぶ
O
か
つ
/｣
島
倉
理
撃
士
は
乙
の
館
山

よ
-
の
唐
木
を
鰯
槍
し
て
次
の
如
き
も
の
な
ら
と
鑑
定
せ
ら
れ
た
-
｡

P
ic
e
o
x
y
lo
n

p

s
e
u
d
o
t
s
u
g
a
e

G
o
t
h
a
n

銀
山
圏
と
拝
琶
湖
暦
と
の
関
係
は
既
に
述

べ
L
も
､
筆
者
は
拙
ら
-
本
博
は
琵
琶
湖
暦
の

一
部
分
を
な
す
も
の
に

灘
琶
糊
弧
紹
弾

の
地
鮮

10
1

1
九



地

球

節
二
十

一
役

第
二
雑

萱

叫

二
〇

し
て
.
只
其
上
部
を
占
ひ
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
怒
ら
止
と
考
ふ
o

(
Ⅵ
)
卒

林

磯

暦

rJ
純
は
琵
琶
湖
周
縁
は
焼
-
教
連
す
る
丘
陵
の
殆
尤
ど
全
面
を
厚
-
被
覆
す
る
磯
暦
賢

芯
ふ
も
の
に
し
て
.
上
駒

月
並
茨
暦
や
髭
琶
湖
層
､
並
.i<LJ
は
鹿
川
暦
の
何
れ
7P
と
は
､
其
露
田
の
み
ほ
て
は

一
見
不
整
各
組
係
を
量
す
｡
厚
さ

は
瀬
田
川
兼
万
の
丘
陵
に
於
け
る
79
の
最
も
厚
-
こ
ゝ
ほ
て
は
凡
そ
七
〇
米
に
も
遵
す
べ
-
此
丘
陵
の
殆
ん
ど
各
部

が
本
暦
よ
-
な

る
0
又
英
機
は
各
丘
陵
の
後
方
山
地
を
構
成
す
る
有
期
岩
類
よ
-
孜
-
､
舘
岩
'
角
岩
.
硬
砂
岩
､

粘
板
岩
'
花
園
岩
､
石
英
斑
岩
等
が
其
主
を
る
も
の
な
-
｡
貴
著
は
木
簡
を
分
ち
て
上
､
下
二
暦
と
な
せ
-
｡

(
一
)
下
部
平
林
糠
暦

砂
質
粘
土
暦

(
二
)
上
部
平
林
磯
層

i

上
部
p
下
部
の
補
機
暦
は
共
は
岩
質
土
閲
別
な
け
れ
北
ハ'
蒲
生
那
横
川
相
手
平
林
の
毒
批
従
南
側
腎

及
び
乙
の

南
方
素
地
､
即
ち
同
郡
朝
日
野
村
草
大
塚
の
商
ー
叉
は
同
村
字
鈴
の
西
方
素
地
､
瀬
田
川
東
方
基
地
の
源
内
峠
等
の

各
塵
'
主
と
し
三
億
地
の
高
所
部
に
於
三

丁米
以
上
は
及
ぶ
砂
質
粘
土
が
上
下
二
磯
暦
間
は
爽
恵
与
で
強
食
的
な
る

も
明
瞭
に
上
p
下
二
厨
に
分
つ
｡
即
ち
前
述
の
如
-
上
部
中
林
磯
暦
は
主
と
し
て
轟
地
の
高
所
部
の
み
に
見
ら
る
)

を
以
て
極
め
て
部
分
的
教
連
を
ホ
せ
る
も
､
此
ほ
反
し
て
下
部
平
林
塵
暦
は
殆
ル
ビ
各
毒
地
の
各
面
を
原
-
被
覆
し

其
分
布
離
大
を
-
｡
rJ
の
都
薯
は
親
ら
琵
琶
湖
周
縁
の
素
地
の
み
は
止
ま
ら
ず
近
畿
地
方

1
昔
は
兄
ら
る
J
現
象
攻

入
ソ
0



(Ⅷ
)
坤

積

暦

本
層
は
琵
琶
湖
岸

完
仰
の
草
原
を
形
成
し
琵
琶
湖
周
縁
の
段
丘

の
浸
蝕
せ
ら
れ
し
谷
中
は
堆
積
し
わ
る
も
の
な

-
｡
而
し
て
本
膳
を
構
成
す
る
も
の
は
砂
'
磯
'
及
び
粘
土
よ
り
在
る
｡
沖
積
層
中
に
も
新
､
薦
閣
圏
あ
る
も
の
の

如
-
哲
沖
積
暦
は

一
段
高
さ
草
原
を
形
成
せ
ヶ
｡

(C
)
琵
琶
湖
層
群
の
地
質
時
代
に
就
て

琵
琶
湖
層
群
の
各
層
の
地
質
時
代
に
就
で
は
こ
れ
を
正
確
に
決
定
す
る
化
石
を
見
出
苫
ぎ
-
L
を
以
で
明
言
す
る

セ
許
さ
れ
ざ
る
は
勿
論
を
-
｡
殊
に
普
地
域
よ
わ
鹿
川
せ
ゎ
と
報
ぜ
ら
れ
た
る
洪
積
世
の
重
要
琴

不
準
化
石
の

一
た

る

Stegodon
ori
e

ntatis
O
w

en,
並
び
に

P
are12Phast
rogonther
i

Pohtig
の
何
れ
も
は
共
産
出
位
置
と
其

層
準
の
明
確
を
映
-
を
以
て
寓
ち
に
用
い
る
｢J
と
は
誕
多
L
と
考
ふ
｡
故
に
筆
者
は
矢
部
先
生
の
和
談
の
如
-
日
本

の
政
も
若
き
地
層
は
地
殻
運
動
に
ょ
つ
て
分
つ
rJ_と
が
政
も
群
論
的
'
且
便
利
在
る
方
法
と
信
ず
る
を
以

て'
乙
机

に
よ
っ
て
琵
琶
湖
層
群
の
各
地
圏
の
地
質
時
代
を
推
測
せ
ん
.

こ
れ
に
先
ち
我
陶
に
於
け
る
｢
プ
ラ
イ
ス
ト
シ
ー
ン
｣

繭

係
の
咽
乳
動
物
化
和
の
出
現
順
序
を
見
る
ほ

IJOX
Odon
ta
n
am
ad
icu
s
n
au
m
an
n
i
M
a
k
.
の
産
地
は
､
(
fI
)節

岡
順
位
洛
地
方
､
(
二
)鼻
紙
牛
島
浩
津
郡
清
川
相

､
(
≡
)
三
浦
中
島
三
浦
郡
大
木
状
､
及
び
横
須
賀
苗
公
卿
､
(
四
)

湘
月
内
海
沿
岸
明
石
附
近
で
あ
る
が
､
こ
れ
が
未
だ

S
te
go
d
o
n

fauna
と
非
座
せ
る
む
聞
か
ず
'
例

へ
其
附
近
よ

り
廉
す
る
共

Stegodon
f
au
na
は
必
ず
前
記
の

nama
d
ic
us
よ
少
も
層
位
的
ほ
下
部
の
位
置
よ
少
産
す
る
も
の

J
如
-
考

へ
ら
る
J
鮎
多
々
あ
る
に
依
り
､
こ
れ
が
典
春
せ
ざ
ゎ
し
も
の
と
の
前
提
ま
わ
し
て
皆
地
域
の
洪
積
層
の

粍
A.j
搬
出
鴨
….TL
の
地
粥

壱

1

ニ
1



地

球

解
二
十

1
各

節
二
紳

70州

二

二

地
質
時
代
を
地
顔
運
動
と
結
び
付
け
て
次
の
加
-
案
じ
た
-
LO

先
づ
上
駒
月
東
泉
暦
は
普
地
域
並
び
に
湘
月
内
梅
は
勿
論
､
山
城
平
原
､
浪
夫
平
原
等
け
見
ら
る
ゝ
如
-
敢
近
の

地
質
時
代
に
放
け
る
特
種
の
毎
動
､

即
ち
近
畿
地
方
､

中
部
地
方

一
昔
に
磯
連
す
る
洪
積
層
中
の

月
化
石
管
下
の

Li
g
n
i.te
b
e
d
(
筆
者
の
上
駒
月
並
炭
層
は
相
常
す
る
79
の
)
を
堆
積
せ
し
時
副
.
所
謂

S
te
g
o
d
o
n
o
ri
entatis
b
ed

を
以
て

山
時
代
を
劃
せ
L
と
見
る
教
科
べ
-
､
n
す
オ1
ば
春
樹
は
洪
積
層
の
最
下
部
に
相
皆
す
べ
-
考

へ
ら
る
｡
叉

こ
の
事
賓
を
覆
左
す
る
も
の
は
三
東
棟

二
心
郡
附
鑑
に
磯
建
す
る
食
餌
淡
暦
(
中
村
教
授
の
嘗
洪
稀
厨
下
部
)
よ
ら
虞

せ
る

S
teg

odonclifti
F
al
C.
et
C
a
u
t.
夜
-
｡
叉
瀬
戸
内
の
明
石
附
鑑
は
於
で
も
木
履
は
封
此
n
る
J
と
考

へ
ら

る
1

L
ign
ite
b
ed
よ
-
S
te
go
do
n
sin
ensis
を
産
地
せ
-
と
閏
-
､
両
も
此

Li
gnite
b
e
d
は
明
石
附
近
の
洪

積
層
の
最
下
部
を
な
す
も
の
ゝ
如
し
｡
斯
-
考

へ
凍
る
時
は
上
駒
月
並
炭
層
を
以
で
琵
琶
湖
周
縁
に
聡
連
す
る
洪
積

暦
の
最
下
部
､
即
ち

S
t
egodon
ori.entalis
b
e
d
に
朝
督
す
と
考
ふ
る
乙
と
も
あ
な
が
ち
無
謀
と
も
息
は
れ
ず
､

何
れ
に
し
て
も
本
暦
は
宙
琵
琶
湖
に
堆
積
せ
し
最
初
の
堆
積
物
在
る
.I(
き
こ
と
に
は
間
違
在
か
る
べ
L
と
考
ふ
.
衣

は
琵
琶
湖
暦
は

S
teg
od
o

n
oT
i
ental
is

b
e
d

の
直
上
'

即
ち

L
oxod
o
n
ta
(P
a
la30tOX

O
d
on
)
nam
a
dicus

naumanni
b
e
d
は
鼎
静
す
べ
-

'
叉
琵
琶
湖
暦
の
寓
ぐ
上
の
鋸
HI
暦
は
琵
琶
湖
暦
の

一
部
分

む
な
し
只
其
上
部
を

占
ひ
る
も
の
な
ら
凡
と
考
ふ
｡
又
平
林
磯
静
は
洪
積
層
の
中
部
は
朝
督
す
る
な
ら

止
と
考
ふ
る
も
未
だ
皆
地
域
の
此

厚

さ
磯
暦
中
よ
-1
化
石
の
出
で
L
を
開
か
ず
｡
沖
積
層
は
湖
岸

完
W
,<kj形
成
せ
る
政
も
若

さ
地
層
は
し
て
現
世
に
儀

す
る
も
の
で
あ
る
｡文



12345678920 1918 17 16 15 14 13 12 ll10

先
軸
長
滝

777範
噛
墳
磯
郷
藤
林
村
垂
水
津
タ

ニ

シ
に
就
て
'
地
FSqL..嚇
難
誌
紡
九
懲
O

矢
部
混
米

プ
ラ
イ
ス
ト
シ
ン
世
の
鼠
他
に
就

て

｡
現
代
の
科
撰
､
大
正
二
年
O

矢
部
長
末

光
京
附
近
の
節
三
和
及
び
眺
柄
杓
暦
に
就
て
O
地
質
単
離
蕊
､
節
十
三
魯
O

失
部
長
光

｡
常
水
舵
次
郎

日
本
妃
世
代
地
層
の
封
比
｡
東
北
帝
大
地
成
せ
地
物
壊
教
室
邦
文
報
せ
､
大
正
十
五
年
｡

失
部
長
光

｡
背
水
願
次
郎

的
光
柵
泣
盆
地
と
段
丘
放
び
に
周
放
山
地
に
胎

へ
る
段
丘
の
地
戯
時
代
､
地
軸
畢
評
給
､
昭
利
二
年
｡

欠
部
長
光

本
邦
に
於
け
る
肝
新
和
と
吏
新
期
と
の
分
非
に
就
て
､
日
本
単
術
協
骨
抑
☆
'
昭
利
四
年
｡

中
村
新
太
郎

三
蕊
櫛
化
石
産
地
衣
､
地
球
節
四
谷
､
大
正
十
四
年
｡

中
村
新
太
郎

訳
都
大
阪
奈
良
紳
戸
的
氾
地
質
糊
説
明
文
､
地
球
解
八
怨
､
昭
和
二
年
｡

中
村
新
太
郎

北
折
断
暦
の
鞄
教
'
地
球
節
十
怨
､
昭
型

二
年
｡

山
崎
紅
ガ

永
河
果
し
て
日
本
に
布
衣
せ
ぎ
り
し
か
､
地
質
単
離
誰
､
節
九
怨
｡

山
崎
敵
方

永
糊
に
封
す
る
筋
節
.
現
代
の
科
離
､
節

1
谷
O

山
崎
直
方

｡
多
目
文
男

托
屯
捌
附
虻
の
地
形
と
非
他
郷
林
道
に
就
て
､
地
謡
研
究
所
尭
報
'
節
二
舵
｡

松
本
達
七
郎

日
本
産

マ
ス
ト
ド
ン
の
二
部
粒
'
地
戯
堺
難
読
､
節
三
十

一
懲
O

松
本
彦
七
郎

日
本
産
ス
テ
ゴ
ド
ン
の
抑
朔
'
地
訳
解
郁
誰
､
妨
三
十

.i
徐
O

比
企
忠

京
都
附
淀
の
地
質
案
内
'
地
邸
解
離
謎
.
節
三
十
谷
O

小
樽
儀
明

眺
琉
世
の
大
雨
期
に
裁
て
'
駄
拝
観
築
郊
怨
､
大
正
十
五
年
O

小
川

梯
拍

伊
勢
の
節
三
組
暦
に
就
て
'
偽
印
製
作
所
時
報
'
大
正
八
年
｡

非
上
洗

l

磁
焚
版
高
良
郡
中
部
地
鉄
批
棚
､
地
蛾
節
十
六
程
'
昭
和
六
年
｡

大
味
瑚
之
助

妨
閃
紀
､
山花
放
純
蝕
､
筋

一
同
｡

E
,

N
aum
an
n
･
D
ie
J
ap
an
isch
e
E
lep
h
a
n
t
e
n
der
V
orzeit･
P
at
a
e
o
n
togr
a
p
h
ic
a
.
B
d
･
X

X
V

l
Z
I
.

躍
琶
湖
氷
雨
梓
の
地
質

lC鑑

三

ニ



地

球

節

二
十

7
沓

鱒

二
助

T
O
六

二
四

21

声

Y
.
k
o
y
a
m
a
･
O
n

a
n
e
w

sp
e
c
ie
s
o
f
C
u
c
u
lZa
e
a
f
r
o
m

O
mi

.
地
質
撰
新

港
､
節

三
十

二
容
.

22

H
.
Y
a
b
e
&

R
･
A

ok
i.
A

su
m
m
a
r
y

of
t
h
e
s
t
r
a
t
ig
F
a
P
h
ic
a
n
d
p
a
la
e
o
n
t
olog
ic
a
i
s
tu
d
ie
s
o
f
c
e
n
o
2:O
ic

of
J
a
p
a
n
･

P
a
n
･p
a
c
iB
c
.
S
c
i.
C
on
g
一
1
9
2
3
.

2

H
.
Y
a
b
e
.
T
h
e
la
t
e
st
ia
n
d

c
o
n
n
e
c
t
io
n

of
J
a
p
a
n
e
s
e
is
la
n
d
t
o
t
h
e
A
s
ia
t
ic

c
o
n
七
山n
e
n
t
.

P
r
o
ce
e
d
.
i
m
p
.A
ca
d
･

V
.
n
o
.
4

-
1
9
29
.

24

声

Y
o
ko
y
a
m
a
･
N
e
o
g
e
n
e
s
h
e
ils
f
r
o
m

Y
a
m
a
sh
仙ro
.

親
犬
紀
勢

P
a
rt.
1
0
.
1930
.

(終
)

潜
名
湖
畔
伊
佐
風
樹
の
洪
積
世
介
党
石
に
就
て

太

･炊

御
門

緩

輝

洛
石
湖
畔
の
洪
積
層
は
常
数
の
凝
鬼
以
釆
有
名
に
な

〓
)

み
､
多
数
の
草
淡
水
棲
介
の
産
出
す
る
事
が
脇
水
博
士

(二)(≡)(川)

及
び

樋

山

教

授

に
依
っ
て
報
菅
n
れ
た
｡
聾
者
は
昨
年

三
月
伊
佐
児
柑
伊
佐
地

(奮
象
が
磯
見
ru
れ
た
佐
潜
の

東
方
約
千
米
)
か
ら
古
人
見
迄
湖
岸
に
沿
っ
て
介
化
石

の
採
集
を
行
っ
た
｡

此
の
附
近
の
洪
鵜
層
の
堆
積
状
態
は
佐
渚
の
と
大
差

夜
-
､
下
部
は
牛
淡
水
成
で
上
部
は
河
成
で
あ
る
｡
牛

淡
水
成
部
は
大
部
分
脊
物
色
の
泥
暦
か
ら
威
力
､
地
衷

約
五
米
の
虞
に
厚
n
四
糎
の
火
山
衣
暦
が
あ
っ
て
草
淡

水
成
部
は
二
分
n
れ
る
｡
附
固
4
附
近
で
は
下
か
ら
順

を
追
っ
て
言
ふ
と
､

一
p
紳
磯
暦
(
一
米
)､
二
'
膏
鋤

色
泥
暦
(
玄
米
)'
三
､
白
色
火
山
炭
層
(
四
輝
)'
四
㌧

常
軌
色
深
層
(
七
光
)､
五
､
褐
色
砂
暦
(
三
光
)､
六
､

▲


